
町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

町政を問う　一般質問

一般質問　目次

一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
12月定例会では７人の議員が登壇し、一般質問を行った。
議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

質問項目 質問者 ページ

学校図書室、町図書館の利用状況や 
取組について 福田　史治 8

町の将来を担うリーダー育成を 竹本　信次 9

高校生までの医療費無償化の検討を！
福本みや子 10

保護者の学びの場を支援する取組は

強盗致傷事件について 
（防犯カメラは役に立ったか）

濱㟢　　久 11空き地等の管理について罰則を

教育委員会の答弁は虚言では

地域福祉センターを地域に愛される施設に 前田美和子 12

教員の働き方改革について超過勤務時間は
改善されたのか 林　　敏哉 13

経済的理由で就学困難な児童生徒への支援は 荒木　睦子 14

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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町
政
を
問
う

教
育
振
興
基
本
計
画
に
は
「
誰
も
が

利
用
で
き
る
運
営
や
連
携
し
た
取

組
を
推
進
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）		

移
動
図
書
館
や
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
あ
り
あ
け
圏
域
電
子
図
書
館
の

他
、
配
本
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
は
小
中

学
校
に
配
本
を
行
う
も
の
で
、
合
計
で

１
万
１
２
１
冊
の
利
用
実
績
が
あ
る
。

ま
た
、
町
図
書
館
の
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を

各
学
校
に
設
置
し
て
い
る
。

問
移
動
図
書
館
の
利
用
者
に
小
学
生

は
含
ま
れ
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

一
般
が
主
で
、
含
ま
れ
な
い
。

問
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
で
利
用
す
る
電
子

図
書
館
の
、
小
中
学
生
の
貸
出
件

数
の
実
績
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

42
件
で
あ
る
。

問
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
電
子
図
書

館
に
接
続
で
き
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

今
は
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
が
未
発
行
な

の
で
で
き
な
い
が
、
今
後
、
ル
ー
ル
等

を
整
備
し
、
検
討
し
た
い
。

問
図
書
館
ま
つ
り
と
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
内
容
と
成
果
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

１
２
３
人
の
来
場
者
が
、
本
の
リ

サ
イ
ク
ル
会
、
貸
出
体
験
、
う
ち
わ
作

り
等
を
楽
し
ん
だ
。

問
町
図
書
館
と
学
校
図
書
室
が
連
携

し
た
配
本
事
業
の
学
校
別
の
実
績

は
。答

（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

六
栄
小
４
０
５
６
冊
、
腹
赤
小

２
９
５
０
冊
、
長
洲
小
３
４
５
冊
、
清

里
小
２
２
９
０
冊
、
長
洲
中
２
４
０
冊
、

腹
栄
中
２
４
０
冊
で
あ
る
。

問
各
学
校
の
貸
出
冊
数
、
蔵
書
数
の

未
達
成
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

国
の
基
準
を
目
標
と
し
て
整
備
し

て
い
き
た
い
。

問
利
用
人
数
は
。
ま
た
、
年
度
末
ま

で
の
目
標
値
は
あ
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

実
人
数
で
六
栄
小
１
７
０
０
人
、

腹
赤
小
１
５
２
８
人
、
長
洲
小
１
４
５
３

人
、
清
里
小
６
４
１
人
、
腹
栄
中
５
９	

２
人
、
長
洲
中
６
３
６
人
で
合
計
６
５	

５
０
人
で
あ
る
。
目
標
値
は
な
い
。

問
貸
出
数
の
年
度
目
標
値
と
予
算
の

執
行
率
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

貸
出
数
は
、
ク
ラ
ス
単
位
で
目
標

設
定
し
、
推
進
中
。
予
算
は
年
度
末
に

１
０
０
％
執
行
す
る
。

問
今
、
児
童
生
徒
に
人
気
の
あ
る

ジ
ャ
ン
ル
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

一
番
が
文
学
（
物
語
や
童
話
）、

次
に
歴
史
、
自
然
や
科
学
。

問
今
後
の
電
子
図
書
館
の
普
及
の
取

組
は
。

答
（
町
長
）	

	

Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
子

ど
も
達
が
一
層
本
に
親
し
み
、
触
れ
合

え
る
よ
う
に
環
境
整
備
に
取
組
み
た
い
。

学校図書室、町図書館の
利用状況や取組について

ＩＣＴ社会の到来により 
子ども達が本に親しみ 
触れ合えるように取組みたい

答

福
ふく
田
だ
　史

ふみ
治
はる

議員

学校図書関連統計資料

○貸出し冊数・蔵書数（R4.11月末現在）
学校名 貸出し冊数 蔵書数 学校図書基準 達成率（％）
六栄小学校 24,583 6,642 7,960 83.4
腹赤小学校 19,113 5,858 7,000 83.7
長洲小学校 11,533 8,785 7,960 110.4
清里小学校 5,154 5,591 6,040 92.6
腹栄中学校 3,370 8,548 8,480 100.8
長洲中学校 2,303 8,332 8,480 98.3
合計 66,056 43,756 45,920 95.3

○学校図書購入費の状況（R4.11月末現在）
学校名 R４年度予算額（円） R４.11月末現在執行額 執行率（％）

六栄小学校 251,000 203,115 80.9
腹赤小学校 193,000 159,203 82.5
長洲小学校 251,000 228,889 91.2
清里小学校 155,000 105,677 68.2
腹栄中学校 155,000 76,765 49.5
長洲中学校 155,000 102,630 66.2
合計 1,160,000 876,279 75.5

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

組
織
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
、リ
ー
ダ
ー

が
優
秀
で
な
い
と
組
織
を
活
性
化

す
る
こ
と
は
難
し
い
。「
人
材
を
変
え
、

組
織
を
変
え
、
地
域
を
変
え
る
」
こ
と

を
目
的
に
、
町
の
将
来
を
担
う
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

	

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
行
わ
な

い
と
、
ま
ち
の
発
展
に
は
つ
な
が
ら
な

い
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
管
理
能
力
）・

企
画
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
率
先
し
て
い
く
。

問
「
自
ら
学
ぶ
職
員
」
は
増
え
て
い	

る
か
。
学
び
の
成
果
が
共
有
さ
れ

自
ら
学
ぶ
こ
と
を
応
援
し
合
い
、
高
め

合
う
文
化
、
風
土
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）	

	

各
職
員
の
担
当
業
務
や
階
層
別
等

に
お
け
る
定
例
的
な
研
修
会
、
先
進
地

視
察
研
修
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
等
に
多

く
の
職
員
が
参
加
し
、
学
ん
だ
知
識
や

情
報
は
、
課
内
や
業
務
を
連
携
す
る
職

員
間
で
共
有
し
、
業
務
改
善
や
新
規
事

業
へ
の
取
組
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

問
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
意
欲
・

や
る
気
）を
高
め
る
た
め
に
、
個
々

の
職
員
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
い
き
い

き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
や
る

気
を
引
き
出
す
評
価
や
人
事
配
置
等
、

適
切
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ど
う
取

組
ん
で
い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

人
事
評
価
を
年
２
回
実
施
し
、
そ

の
結
果
は
昇
給
・
昇
格
・
勤
勉
手
当
の

成
績
率
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

全
職
員
に
意
識
調
査
を
実
施
し
、
職
員

の
適
性
や
希
望
し
た
い
業
務
・
異
動
課

等
の
把
握
を
行
い
、
人
事
配
置
等
の
参

考
に
し
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
て
い
る
。

問
来
年
度
か
ら
定
年
引
上
げ
の
影
響

に
よ
り
職
員
の
新
規
採
用
が
減
少

し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
か
ら

は
若
手
職
員
の
育
成
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
に
、
新
た
に
人
材
育
成
推
進
室

（
人
事
・
職
員
研
修
）
を
設
置
し
、
そ

の
体
制
整
備
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

	

強
い
組
織
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
、
人

材
育
成
の
担
当
部
署
を
つ
く
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
対
応
す
る
。

町の将来を担うリーダー育成を

リーダー育成を率先していく答

竹
たけ
本
もと
　信

しん
次
じ

議員

 新時代における人材育成推進体制の整備を

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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町
政
を
問
う

諸
物
価
が
高
騰
し
、
家
計
を
圧
迫
し

て
い
る
。
高
校
生
の
い
る
家
庭
で

は
、
学
費
、
通
学
定
期
代
、
塾
費
用
、

部
活
動
費
等
教
育
費
が
か
か
る
。
子
育

て
支
援
の
町
と
し
て
、
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
償
化
に
期
待
す
る
声
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
の
か
。

答
（
町
長
）	

	

先
の
定
例
会
で
も
質
問
さ
れ
、
検

討
す
る
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
今
回
更

な
る
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

助
成
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

第
２
期
で
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
」
の
生
活
習
慣
等
の
調
査
が

あ
っ
て
い
る
。
最
近
、
朝
ご
は
ん
を
食

べ
て
い
な
い
子
や
身
支
度
に
手
間
取
る

子
等
が
気
に
な
る
が
、
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）		

幼
少
時
期
か
ら
の
習
慣
づ
け
が
大

切
で
あ
り
、
保
護
者
へ
の
生
活
習
慣
の

改
善
や
子
育
て
情
報
提
供
が
重
要
で
あ

る
。
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
の

便
り
等
を
保
護
者
へ
配
布
し
、
学
校
と

も
連
携
し
な
が
ら
周
知
・
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。

問
家
庭
は
生
活
習
慣
や
自
立
心
を
育

む
環
境
を
整
え
る
も
の
だ
が
、
叱

り
方
、
褒
め
方
、
成
長
の
遅
れ
等
の
悩

み
に
対
し
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を

学
ぶ
場
が
必
要
だ
。
そ
う
い
う
支
援
は

あ
る
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）		

子
育
て
の
不
安
を
解
消
し
、
自
信

を
つ
け
た
り
、
仲
間
を
見
つ
け
る
こ
と

等
を
目
的
と
し
た
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
叱
ら
ず
褒
め

る
こ
と
を
学
び
、
前
向
き
に
子
育
て
に

関
わ
る
よ
う
に
す
る
も
の
だ
。
毎
年
10

名
ほ
ど
が
参
加
し
て
お
り
、
継
続
し
て

い
き
た
い
。

問
来
年
度
か
ら
こ
ど
も
家
庭
庁
が
発

足
す
る
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
組
む
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）		

こ
ど
も
家
庭
庁
は
、『
こ
ど
も
ま

ん
な
か
社
会
』
の
実
現
を
掲
げ
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
と
家
庭
支
援
に
努

め
て
い
く
も
の
だ
。
平
成
29
年
か
ら
始

ま
っ
た
子
育
て
世
代
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
は
ぐ
く
み
館
は
、
妊
娠
期
か
ら
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
取
組
ん
で

い
る
。
今
後
も
当
事
者
の
目
線
に
立
っ

た
施
策
や
課
題
に
包
括
的
に
取
組
み
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
支
援
に
努

め
て
い
く
。

高校生までの医療費 
無償化の検討を！

新年度から医療費助成を実施！答

福
ふく
本
もと
みや子

こ

議員

健康な食生活で高校生生活をエンジョイして！
（文部科学省ホームページより）

保
護
者
の
学
び
の
場
を
支
援
す
る

取
組
はペ

ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
る

答

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

先
日
発
生
し
た
強
盗
致
傷
事
件
は
、

町
史
に
残
る
大
き
な
事
件
で
あ
っ

た
が
ス
ピ
ー
ド
解
決
で
安
堵
し
た
。
こ

の
際
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
役
に
立
っ
た
か
。

答
（
町
長
）	

	

町
境
、
道
路
、
通
学
路
を
中
心
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
93
台
設
置
、
運
用
し
て

い
る
。
荒
尾
署
よ
り
早
期
解
決
に
役

立
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

問
今
後
の
防
犯
対
策
、
Ｐ
Ｒ
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
町
長
）	
	
色
々
と
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
よ

う
に
、
町
民
の
命
、
財
産
を
守
る
た
め

に
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
犯
罪
を
起
こ

さ
な
い
、
交
通
事
故
を
出
さ
な
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
提
案
を
受
け
入
れ
な

が
ら
取
組
む
。

問
隣
接
地
に
迷
惑
を
か
け
る
空
き
地

等
の
適
正
な
管
理
の
意
識
啓
発
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）	

	

雑
草
、
雑
木
等
の
繁
茂
問
題
も

年
々
増
え
隣
接
地
の
居
住
者
か
ら
の
相

談
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
町
環
境
美
化

条
例
に
よ
り
、
草
刈
り
等
環
境
美
化
の

徹
底
を
通
知
等
で
お
願
い
し
て
い
る
。

問
全
国
的
な
例
は
な
く
と
も
町
独
自
で

罰
則
を
設
け
る
等
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）	

	

検
察
庁
の
検
察
官
に
刑
罰
起
訴
の

権
限
が
あ
る
の
で
協
議
し
て
確
認
す
る
。

ま
ず
は
、
防
犯
上
の
問
題
や
、
煙
草
の

ポ
イ
捨
て
に
よ
る
火
災
対
策
等
明
記
し

た
緊
急
性
及
び
危
険
性
の
あ
る
通
知
文

で
対
応
す
る
。

問
今
ま
で
の
矛
盾
す
る
答
弁
は
、
住

民
に
謝
罪
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）		

判
決
を
受
け
る
に
当
た
り
、
反
省

と
謝
罪
を
含
め
て
真
摯
に
受
け
止
め
て

い
る
。

問
矛
盾
し
て
い
な
い
と
答
弁
す
る
が
、

議
事
録
に
記
録
が
あ
る
で
は
な
い

か
。
長
洲
中
学
校
の
暴
力
事
件
で
は
、

そ
う
や
っ
て
当
時
１
年
生
の
女
子
生
徒

に
嘘
を
つ
き
、
そ
れ
が
ば
れ
て
損
害
金

を
町
の
税
金
か
ら
支
払
っ
た
の
か
。

『
綸り
ん
言げ
ん
汗
の
如ご
と
し
』、
矛
盾
す
る
回
答
は

ど
う
始
末
す
る
の
か
伺
う
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

裁
判
で
争
う
前
は
、
教
育
委
員
会

に
過
失
が
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
だ
っ

た
。
判
決
後
は
、
司
法
の
判
断
に
よ
り

過
失
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
再
発
防
止
に
取
組
む
と
、
以
前
か

ら
謝
罪
と
反
省
を
含
め
答
弁
し
て
き
た
。

【
綸
言
汗
の
如
し
】
か
い
た
汗
は
体
内

に
戻
ら
な
い
よ
う
に
、
天
子
の
言
葉（
綸

言
）
も
取
消
せ
な
い
こ
と
を
い
う
。

　
天
子
と
は
天
皇
・
君
主
の
こ
と
。

強盗致傷事件について
（防犯カメラは役に立ったか）

荒尾警察署より報告受けた答

濱
はまさき
㟢　久

ひさし

議員

空
き
地
等
の
管
理
に
つ
い
て
罰
則
を

検
察
庁
と
協
議
し
確
認
す
る

答

空き地管理の 
意識啓発は？

住民の命、財産を守る防犯カメラ

教
育
委
員
会
の
答
弁
は
虚
言
で
は

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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町
政
を
問
う

台
風
時
の
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
施
設
の
利
用
が
少
な

い
。
有
効
活
用
を
す
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）	

	

社
会
情
勢
や
周
辺
の
環
境
も
大
幅

に
変
化
し
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

問
大
規
模
災
害
時
、
第
２
の
防
災	

拠
点
と
し
て
重
要
な
施
設
で
あ

る
。
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
で
は
利

用
検
討
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
の
利
用

の
形
態
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）	

	

介
護
予
防
施
設
等
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
、
33
箇
所
の
介
護
予
防
拠
点
で
の

活
動
展
開
等
で
状
況
が
変
化
し
、
施
設

の
利
用
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
現
状
で

あ
る
。

問
周
囲
は
小
学
校
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
、

認
定
こ
ど
も
園
、
レ
イ
ン
ボ
ー
み

や
の
に
囲
ま
れ
、
子
育
て
世
帯
の
定
住

が
進
み
、
子
ど
も
達
の
声
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
る
。
近
隣
の
自
治
体
で
は
、
時
代

に
あ
っ
た
施
設
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
、

民
間
と
連
携
し
て
図
書
館
に
学
習
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、
有
効
利
用
さ
れ
て
い

る
。
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
の
部
屋

を
学
習
室
と
し
て
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

未
来
館
で
は
ホ
ワ
イ
エ
北
側
に

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
並
べ
、
学
習
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
。
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
設
置
は
検
討
す
る
。

問
六
栄
小
学
校
東
校
舎
は
、
学
童
保

育
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
利
用

し
て
い
る
が
、
老
朽
化
の
た
め
、
公
共

施
設
総
合
管
理
計
画
で
は
除
却
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。
安
全
安
心
な
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）	

	

解
体
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ

せ
、
候
補
地
の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

問
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
一
つ
の
コ

ン
セ
プ
ト
と
捉
え
る
と
、
地
域
住

民
の
交
流
の
場
、
ま
た
、
子
ど
も
、
子

育
て
世
帯
を
総
合
的
に
取
り
込
む
施
設

と
し
て
最
適
で
は
な
い
か
。
気
軽
に
足

を
運
べ
る
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設

と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
。

答
（
町
長
）	

	

避
難
所
と
し
て
、
ま
た
、
現
状
を

把
握
し
、
施
設
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
く
。

地域福祉センターを
地域に愛される施設に

ニーズを踏まえ
有効活用を検討する答

前
まえ
田
だ
美
み
和
わ
子
こ

議員

みんなの集いの場所に

周囲は子ども達の声で
にぎわっている

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

改
正
給
特
法
第
７
条
の
主
旨
で
、
文

部
科
学
省
は
、
教
員
の
長
時
間
労

働
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
た
め
に

残
業
の
上
限
を
「
月
45
時
間
、
年
間

３
６
０
時
間
」
と
定
め
た
。
令
和
３
年

度
、
年
間
３
６
０
時
間
を
超
過
し
た
教

員
は
何
名
い
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長)	

	

小
学
校
で
42
名
、
中
学
校
で
27
名

で
あ
っ
た
。

問
１
日
に
換
算
す
れ
ば
90
分
の
残
業

で
は
収
ま
ら
な
い
教
員
が
、
か
な

り
の
数
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
始

業
時
刻
前
に
出
勤
し
、
学
校
業
務
に
必

要
な
業
務
を
行
っ
た
場
合
は
、
超
過
勤

務
時
間
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

時
間
外
在
校
時
間
に
含
ま
れ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
で
は
、
始
業
時
刻
前
に
出
勤
し
、

残
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

校
長
、
教
頭
の
管
理
職
も
含
め
、

私
ど
も
も
認
識
し
て
い
る
。

問
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
始

業
時
刻
前
の
超
過
勤
務
時
間
と
業

務
内
容
の
把
握
を
求
め
る
。

答
（
教
育
長
）		

実
態
把
握
は
必
要
と
考
え
る
。
改

善
策
を
現
場
と
教
育
委
員
会
で
検
討
し

て
い
く
。

問
学
校
の
業
務
に
必
要
な
業
務
を
持

ち
帰
り
、
残
業
を
行
っ
て
い
る
こ

と
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

把
握
し
て
い
る
。

問
文
部
科
学
省
は
、
持
ち
帰
り
業
務

の
縮
減
の
た
め
、
実
態
把
握
に
務

め
る
よ
う
に
指
針
を
告
示
し
て
い
る
。

持
ち
帰
り
業
務
の
実
態
把
握
を
要
望
す

る
。答

（
教
育
長)　

	
	

業
務
内
容
を
精
査
し
て
、
教
員
の

負
担
軽
減
に
向
け
実
態
を
調
査
の
上
、

改
善
し
て
い
く
。

問
２
つ
の
中
学
校
に
お
い
て
、
免
許

外
の
教
員
が
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
生
徒
に
対
し
て
専
門
的
な
知
識
や

技
能
、
経
験
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か

な
指
導
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
ど
の
様
な
対
策
が
必
要
か
。

答
（
教
育
長
）		

教
員
の
定
数
を
根
本
的
に
改
善
す

る
た
め
に
、
早
急
な
実
現
に
向
け
声
を

あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
同
感
で
あ
る
。
根
本
的
な
問
題
は

教
師
の
必
要
定
数
の
不
足
で
あ

り
、
義
務
標
準
法
の
見
直
し
に
よ
る
定

数
増
や
、
教
育
予
算
の
増
加
が
必
要
と

考
え
る
。
国
へ
の
要
望
が
必
要
な
課
題

も
あ
る
が
、
本
町
の
課
題
と
し
て
出
来

る
と
こ
ろ
は
率
先
し
て
速
や
か
に
取
組

む
こ
と
を
要
望
す
る
。　

教員の働き方改革について 
超過勤務時間は改善されたのか

令和３年度は令和２年度に
比べ小中学校とも改善された答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

急がれる教員の働き方改革

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）
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町
政
を
問
う

準
要
保
護
児
童
生
徒
の
申
請
状
況
を

伺
う
。

答
（
教
育
長
）		

令
和
４
年
11
月
末
現
在
で
１
２
９

人
が
申
請
し
て
い
る
。

問
申
請
者
の
う
ち
認
定
を
受
け
た
の

は
１
０
０
人
で
あ
る
が
、
29
人
が

認
定
を
受
け
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

前
年
の
収
入
に
よ
っ
て
認
定
基
準

を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
。

問
申
請
書
類
に
認
定
基
準
を
示
す
も

の
を
配
布
さ
れ
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

申
請
書
と
一
緒
に
就
学
援
助
制
度

の
目
的
、
内
容
、
対
象
と
な
る
人
の
認

定
の
方
法
は
周
知
し
て
い
る
が
、
認
定

基
準
は
お
知
ら
せ
し
て
い
な
い
。

問
平
成
17
年
度
よ
り
国
の
補
助
が
廃

止
さ
れ
、
税
源
移
譲
、
地
方
財
源

措
置
が
取
ら
れ
、
各
市
町
村
の
単
独
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
の
補
助

が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
認
定
基
準
や

補
助
対
象
品
目
の
変
更
は
あ
っ
た
の

か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

国
庫
補
助
対
象
外
と
な
っ
た
以

降
、
認
定
基
準
や
対
象
品
目
の
変
更
は

な
い
。

問
県
が
出
し
て
い
る
「
令
和
３
年
度

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校

等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調

査
」
で
、
不
登
校
の
子
ど
も
が
毎
年
増

え
て
い
る
が
、
町
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

過
去
３
か
年
の
状
況
は
、
令
和
元

年
度
13
人
、
令
和
２
年
度
20
人
、
令
和

３
年
度
14
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
不
登
校
の
要
因
は
ど
う
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
か
。
参
考
と
し
て
、

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
無
気

力
、
不
安
が
49
．
７
％
、
生
活
の
リ
ズ

ム
の
乱
れ
、
非
行
が
11
．
７
％
、
い
じ

め
９
．
７
％
、
親
子
の
関
わ
り
方
８
％

と
な
っ
て
い
る
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

や
は
り
一
番
多
い
理
由
は
無
気

力
、
家
庭
で
の
生
活
リ
ズ
ム
、
生
活
習

慣
の
乱
れ
が
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。

問
今
後
、
中
学
校
が
統
合
し
、
な
じ

め
な
く
な
る
生
徒
が
不
登
校
に
陥

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
ま
す
ま
す

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
「
ウ
ィ
ン
グ
」
の
必

要
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
早
め
の
指
導

が
必
要
で
は
。

答
（
教
育
長
）		

ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
「
ウ
ィ
ン
グ
」

を
中
心
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
子
ど
も
は
、
学
校
に
お
い
て
も
手
厚

い
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

経済的理由で就学困難な
児童生徒への支援は

認定基準に基づき
必要な援助を行っている答

荒
あら
木
き
　睦

むつ
子
こ

議員

子どもの居場所づくりに

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は

子
ど
も
や
保
護
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
行
っ
て
い
く

答

潮さい（R5.2.15 No.152）潮さい（R5.2.15 No.152）

一 般 質 問

14


